
令和7年度第２回 釧路保健医療福祉圏域連携推進会議



１ 協議事項

「北海道医療計画釧路圏域地域推進
方針」5疾病・6事業及び在宅医療の進
捗状況及び評価について

２ 報告事項

（１）各専門部会の活動報告

（２）北海道医療計画第10章(別表・救
急医療体制）の記載事項変更に伴う報
告(東北海道病院）



協議事項
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協議事項
「北海道医療計画釧路圏域地域推進方針」5疾病・6事業及び

在宅医療の進捗状況及び評価について

資料１
P１がんの医療連携体制

【全体評価】
・がん最大の危険因子である喫煙について、喫煙率が依然として全国・全道よりも高いことか
ら、引き続き、喫煙率低下のほか、受動喫煙防止対策の充実などたばこ対策の推進が必要。
・75歳未満年齢調整死亡率については、男性は依然として全国・全道よりも高く、女性に
ついては全道値を下回ったものの、全国よりも高い状況であることから、がん予防及び早
期発見・早期治療による死亡率の減少に向け、がん検診受診率向上に向けた取組の強化
が必要。
・がん診療連携拠点病院は２ヶ所「市立釧路総合病院」「釧路労災病院」維持出来ている。

【主な取組】
・未成年者喫煙防止講座の実施
・釧路管内禁煙外来マップ作成
・「北海道受動喫煙防止条例」に基づく受動喫煙防止対策
・がん検診受診率向上に向けた普及啓発や個別受診勧奨・再勧奨
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協議事項
「北海道医療計画釧路圏域地域推進方針」5疾病・6事業及び

在宅医療の進捗状況及び評価について

資料１
P３脳卒中の医療連携体制

【全体の評価】
・急性期および回復期医療を担う医療機関数（パス含む）に変化はない。

・発症予防の指標となる収縮期血圧130mmhg以上の割合は昨年より減少傾向だ
が、男女ともに全道値よりやや高い状況。

【主な取組】
・生活習慣病要支援者等への発症予防の取組。

・地域保健・職域保健連携推進連絡会、釧根地域行政栄養士研修会の開催。

・つながり手帳（地域連携クリティカルパス）の活用状況調査、協力。

【課題】
・発症および重症化予防、特定保健指導の受診率向上に向けた関係者間の連携。

【今後の方向性】
・引き続き、上記取組を継続する。
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協議事項
「北海道医療計画釧路圏域地域推進方針」5疾病・6事業及び

在宅医療の進捗状況及び評価について

資料１
P５

心筋梗塞等の心血管疾患の医療連携体制

【全体の評価】
・急性期医療およびリハビリテーション実施医療機関数に変化なし。（パス含む）

・発症予防指標（喫煙率・高血圧）は全道値より増加または横ばい傾向。

【主な取組】
・生活習慣病要支援者等への発症予防の取組。

・地域保健・職域保健連携推進連絡会、釧根地域行政栄養士研修会の開催。

・つながり手帳（地域連携クリティカルパス）の活用状況調査、協力。

【課題】
・発症および重症化予防、特定保健指導の受診率向上に向けた関係者間の連携。

【今後の方向性】
・引き続き、上記取組を継続する。
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協議事項
「北海道医療計画釧路圏域地域推進方針」5疾病・6事業及び

在宅医療の進捗状況及び評価について

資料１
P７

【全体評価】
・市町村国保特定健診受診率については、横ばいの状況で、目標値の60％を大きく
下回る状況のため、目標達成に向けて取組の強化が必要。
・市町村国保特定保健指導実施率については、増加傾向にあり、目標値達成の見込み
があるが、糖尿病予備群の者の割合が全道及び全国よりも高いことから、引き続き特
定保健指導内容の充実や、従事者のスキルアップ等の取組が必要。
・発症予防から、専門治療・慢性合併症治療まで切れ目なく適切な医療が提供でき
るよう、「糖尿病連携手帳」等を活用した地域連携クリティカルパスの更なる導入や、
連携体制の充実を図る必要がある。

【主な取組】
・適切な食生活及び適切な身体活動の定着に向けた普及啓発
・釧路圏域地域保健・職域保健連携推進連絡会
保健所・市町村・職域・医療保険者による特定健康診査の効果的な周知方法の検討

・特定保健指導従事者のスキルアップのための研修会
・市町村及び医療保険者による糖尿病性腎症重症化予防対策
・糖尿病医療を担う医療機関調査及び公表
・「糖尿病連携手帳活用促進資材（三角柱・ミニポップ）」の周知及び活用促進

糖尿病の医療連携体制
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協議事項
「北海道医療計画釧路圏域地域推進方針」5疾病・6事業及び

在宅医療の進捗状況及び評価について

資料１
P９精神疾患の医療連携体制

【全体の評価】
・目標設置時既に整備されている認知症疾患医療ｾﾝﾀｰ（地域型）整備は維持
慢性期入院患者数の減少に向け取組を進める。

【主な取組】
・心の健康増進のための普及・啓発
・地域での身近な相談に対応できるための技術支援、相談を受けた機関と医療との連携
体制、そして住民への利用促進支援
・各精神疾患、症状、状態に対する教育、職域、関係機関間・医療の連携した地域支援体制
・精神科医療、救急医療体制の確保

【課題】
・外来医療は医療機関の努力により受診待ちが解消されつつあるが、入院病床は依然と
してどの医療機関でも厳しい状況が続いている

【今後の方向性】
・引き続き、上記取組を継続しつつ、精神科医療機関、関係機関と精神科医療体制の維持
について細やかな協議を行っていく。
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協議事項
「北海道医療計画釧路圏域地域推進方針」5疾病・6事業及び

在宅医療の進捗状況及び評価について

資料１
P１２救急医療体制

【全体評価】
・全体として、初期救急医療の確保や病院群輪番制の実施等は令和７年度も継続して維持
出来ている。

【主な取組】
・救急に関する釧路保健所における主な取組としては、釧路市消防本部と共催している救
急法等講習会の開催と、釧路保健所医療福祉圏域連携推進会議災害・救急医療専門部会
の開催。

【今後の方向性】
・専門部会は３月１１日に開催予定であり、救急医療の現状等について情報共有し、関係機
関の連携強化を図る予定。
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協議事項
「北海道医療計画釧路圏域地域推進方針」5疾病・6事業及び

在宅医療の進捗状況及び評価について

資料１
P１３災害医療体制

【全体評価】
・全体として、災害拠点病院の整備や、北海道DMAT指定医療機関の整備等は令和７年
度も現状維持を達成出来ている。

【主な取組】
・病院におけるEMIS施設情報（必要電力量）の入力率が令和６年度に比べて減少してい
るが、これは令和７年４月にEMISのリニューアルが実施され、入力されていた情報が引
き継がれなかったことによるもの。現在、病院立入検査等の機会を通じて、施設情報を入
力するよう周知しているところ。
・災害に関する釧路保健所における主な取組としては、市立釧路総合病院との共催であ
る災害対応研修会の実施や、釧路保健所医療福祉圏域連携推進会議災害・救急医療専門
部会の開催。

【今後の方向性】
・専門部会では、災害発生時における各機関の連携等について協議し、関係機関の連携強
化を図る予定。
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協議事項
「北海道医療計画釧路圏域地域推進方針」5疾病・6事業及び

在宅医療の進捗状況及び評価について

資料１
P１４新興感染症の発生・まん延時における医療連携体制

【全体の評価】
・体制整備の状況は、新型コロナウイルス対応時の最大体制時点を目標値として設定して
おり、当圏域の各体制は既に目標値を上回っている。
・流行初期の病床数は目標値に至らないものの、流行初期期間経過後の病床数は目標値
を上回っている。

【主な取組】
・医療措置協定の締結
・医療機関での個人防護具の備蓄促進
・感染対策に係る研修・訓練・意見交換などによる医療従事者や関係職員の人材確保と資
質向上

【課題】
・発生時の役割分担、連絡体制、情報共有の手順の明確化と共有

【今後の方向性】
・引き続き、上記取組を継続しつつ、実践的な訓練による連絡や体制の抜け漏れを点検し、
関係者で合意・調整する
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協議事項
「北海道医療計画釧路圏域地域推進方針」5疾病・6事業及び

在宅医療の進捗状況及び評価について

資料１
P１６へき地医療体制

【全体評価】
・へき地診療所数に変更はなく現状維持となっているが、へき地医療拠点病院である市
立釧路総合病院においては巡回診療や遠隔診療等ICTを活用した診療支援等を実施し
ておらず、令和７年度の実績としては０カ所。

【今後の方向性】
・へき地医療拠点病院が行うへき地医療支援活動に対する積極的な支援が必要であり、
今後も引き続き地方・地方センター機能強化事業の周知等に取り組んでいく予定。
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協議事項
「北海道医療計画釧路圏域地域推進方針」5疾病・6事業及び

在宅医療の進捗状況及び評価について

資料１
P１７周産期医療体制

【全体の評価】
・分娩を取り扱う医療機関及び産科・産婦人科を標榜する病院ならびに母子医療セン
ターの数に変わりはない。
・新生児および周産期死亡率について、死亡数は微増だが、例年出生数の減少が著し
いため死亡率の変化が著しい。

【主な取組】
・道支援事業の活用による医師派遣・研修会の開催。

【課題】
・産婦人科医、助産師外来・院内助産所開設数の不足。

【今後の方向性】
・引き続き、周産期医療体制の構築に向けた取組を継続する。
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協議事項

「北海道医療計画釧路圏域地域推進方針」5疾病・6事業及び

在宅医療の進捗状況及び評価について

資料１
P１８小児医療体制

【全体の評価】
・二次救急医療体制、小児地域医療センター等の医療連携体制は現状維持。
・小児医療を行う医師数の明らかな減少。
・新生児死亡率について、例年出生数の減少が著しいため死亡数は微増でも死亡率
の変化が顕著。

【主な取組】
・小児医療関係者向けの研修会、住民向け救急法講習会を開催。
・道支援事業の活用による医師派遣。（今年度は実績なし）

【課題】
・連携強化・参加に向けた周知等の取組が必要。

【今後の方向性】
・引き続き今後も上記取組を進めて行く。



01 15
協議事項
「北海道医療計画釧路圏域地域推進方針」5疾病・6事業及び

在宅医療の進捗状況及び評価について

資料１
P１９

在宅医療の提供体制

【全体の評価】
・「訪問診療を受けた患者数」は増加しており、目標値に近づいている。
・「医療保険の訪問看護利用者」は、増加している。
・目標値の横ばいは６項目、目標値を達成していない項目は５項目。

【主な取組】
・急性期の医療機関の職員と市町村の「在宅医療・介護連携推進事業」の担当者に釧路地区介
護支援専門員連絡協議会の代表を加え、医療と介護の意見交換会を開催
・多職種のための事例検討会を開催し、多職種での意見交換の場を設定
・訪問看護の資質の向上の取組をとおして、災害時の在宅療養者支援体制を構築

【課題】
・連携の拠点や積極的な役割を担う医療機関の指定による「在宅医療」の枠組みの変更に向け
た役割分担の整理

【今後の方向性】
・連携の拠点、積極的な役割を担う医療機関の指定の進捗の把握をしながら、引き続き上記
の取組を進めていく。



報告事項
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02 17報告事項

各専門部会の活動報告

資料２－１難病対策専門部会(難病対策地域協議会）

【開催日】
令和8年1月17日(土) １５：００～１７：００

【議事】
１ 医療的ケア児等がライフステージにそった療養生活を選択できるようケアコー
ディネーターに求められること及び行政機関・関係機関の役割について
２ 難病に関する地域課題について

【結果】
・医療的ケア児コーディネーターがいる市町村といない市町村があり、市町村間で
取り組みや社会資源に差がある。
・多機関による情報共有や顔の見える連携により、支援体制整備が必要。医療的ケ
ア児コーディネーターには、不安なく関係機関が本人を受けいれられるよう橋渡し
をしてほしい。
（難病対策における今後の課題）
・様々な疾患を抱える医療的ケア児がおり、本人や家族が、災害時の避難をどのよ
うに考えているのか把握が難しい。
・災害時避難個別避難計画の活用について、各関係機関が連携してまとめていくな
どの対応が必要。



02 18報告事項

各専門部会の活動報告

資料２－１精神疾患医療専門部会(精神医療に関する懇談会)

【開催日】
令和７年６月1９日(木) １８：３０～２０：００

【議事】
１ 釧路管内の精神科医療の現状について
２ クリニック養生邑閉院に向けた進捗状況
３ 釧路中央メンタルクリニックの開院の状況
４ 令和7年度釧路管内精神救急医療の輪番体制について

【結果】
･各医療機関より入院及び外来等の状況について説明があり、新患の受入について
は、新規医療機関を含め各医療機関が力を尽くして下さり大幅に予約待ちをするこ
となく、病状状況を考慮し対応し医療を受けられる状態になっている。



02 19報告事項

各専門部会の活動報告

資料２－１災害・救急専門部会

【開催日】
令和８年３月１１日(水) １８：３０～２０：３０(予定)

【議事】
１ 救急医療の現状について
２ 各機関の災害対策について
３ 災害発生時における各機関の連携について
４ その他情報提供等



02 20報告事項

各専門部会の活動報告

資料２－１在宅医療専門部会（多職種連携協議会）

【開催日】
令和８年２月末～3月中(予定)

【議事】
１報告事項
・令和７年度の事業実績について
２情報提供
・令和７年度「在宅医療」に係る連携の拠点及び積極的役割を担う医療機関の指定
状況について
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医療機関名公表基準

○初期救急医療機関
休日・夜間における比較的軽症な救急患者の医療を確保
するため、在宅当番医制を実施する市町村(郡市医師会)並
びに市町村が設置する休日夜間急患センター

○二次救急医療機関
救急隊により搬送される傷病者に関する医療を担当する
医療機関として『救急病院等を定める省令(昭和39年厚生
省令第8号)」に基づき北海道知事が認定した救急告示医
療機関及び休日・夜間に入院を要する重症救急患者に対応
する救急医療機関として病院群輪番制に参加する医療機
関

報告事項

北海道医療計画第10章(別表・救急医療体制)の記載事項変更



令和7年7月1日現在の一覧
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R7.10.22
記載不備訂
正依頼済み

報告事項

北海道医療計画第10章(別表・救急医療体制)の記載事項変更


